
信州大学長 殿 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響下における渡航についての誓約書 

 

私は、ウーロンゴン大学附属カレッジ英語研修プログラムの参加者として渡航するにあ

たり、留学先国・地域では自分自身で安全を確保しなければならないことを理解し、自覚

と責任を持って、安全と健康に十分な注意を払うことを誓います。  年  月  日に

提出した同意書に加えて、下記の事項を承諾・厳守することを誓約することをもって渡航

を希望します。 

 

記 

 

1. オーストラリア・ニューサウスウェールズ州が新型コロナウイルス感染症の影響

により外務省による感染症危険情報レベル２（不要不急の渡航取り止め）又はレ

ベル３（渡航中止勧告）であることを確認し、自らの判断と責任で渡航します。 

2. 留学中における新型コロナウイルス感染症への感染については、自らの責任とし

て対処します。 

3. 留学中の疾病に対し、信州大学が指定する海外旅行保険に加入します。 

4. オーストラリア・ニューサウスウェールズ州の政府からの指示や在外公館からの

通知に注意をはらい、現地の法令を遵守するとともに、責任のある行動をとりま

す。 

5. オーストラリア・ニューサウスウェールズ州の治安や感染症の状況により、留学

の中止・延期又は帰国勧告を決定する場合があることを理解し、その場合は速や

かに指示に従います。 

6. 留学前及び留学期間中のコロナ罹患の場合には予定していた研修プログラムの内

容が履修できない可能性があること、また検査費用や必要に応じた隔離費用等に

よる追加費用が発生する可能性があることを理解しています。 

7. 留学期間中のコロナ罹患及び帰国前の PCR 検査で陽性が出た場合等によりグルー

プ行動から離脱し、単独での行動が求められる可能性があること、また場合よっ

ては本学の後期授業開始日に間に合わない場合があることを理解しています。 

8. 裏面「新型コロナウイルス感染症の影響により感染症危険情報レベル２以上に指

定された国・地域への渡航前に確認すべき項目」を確認し、内容について理解し

ました。 

以上 
 

令和   年   月    日 

 

所属学部                    

 

学籍番号                    

 

学生署名                    

 

保証人署名                   
 
保証人の学生との関係              

         
※本紙は裏面を含め一部コピーを取って各自保管し、原本をグローバル化推進センターへ提出してください。  



                                     裏面 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により 

感染症危険情報レベル２以上に指定された国・地域への渡航前に確認すべき項目 

 

 

１）留学先国・地域における最新の感染状況を把握している。 

２）留学先国・地域への渡航手段がある。 

３）留学先国・地域に入国の可否及び入国に必要な手続きについて申請中又は完了し

ている。 

４）留学中の疾病（コロナウイルス感染症を含む）に対し、十分な補償が受けられる

海外旅行保険又は現地の保険に加入している。 

５）留学先国への入国時における水際措置及び入国後に取るべき行動について把握し

ている。 

６）留学先地域における水際措置及び取るべき行動、感染拡大抑止のための法令（マ

スクの着用等）を把握している。 

７）留学先国・地域又は受入機関において、日本におけるワクチン接種が必須となる

場合、渡航前に２回のワクチン接種を完了している。 

８）２回のワクチン接種を完了した場合でも、コロナウイルスに感染する可能性があ

ることを理解しており、感染した場合でも派遣留学に生じた損害・不利益等につ

いて、信州大学及び派遣先大学に一切の責任を問わないことを承知している。 

９）留学先国・地域で感染の疑いが生じた場合や濃厚接触者として指定された場合、

また、感染した場合に留学先国・地域において取るべき行動及び相談先を具体的

に把握している。 

     例) ①相談できる機関 

       ②検査できる機関 

       ③受け入れ可能な医療機関 

       ④自己隔離が必要となったときの滞在場所 など 

10）留学先国・地域で必要な生活物資が確保できることを確認している。 

11）留学先大学等において留学生の受け入れ体制が取られている。 

12）留学先大学等において学修を継続するための防疫措置がとられている。 

13）留学先大学等においての感染拡大抑止のための規則（マスクの着用等）を把握し

ている。 

14）今後、留学先国・地域において（再）流行した際に取るべき対応をシミュレーシ

ョンしている。 

15）留学先国・地域又は受入機関においてワクチン接種が必須ではなく、ワクチンを

接種しないまま渡航する場合、ワクチン未接種に起因して当該派遣留学に生じた

損害・不利益等について、信州大学及び派遣先大学に一切の責任を問わないこと

を承知している。 

16）日本帰国時には防疫措置や帰国ルートの安全確保について確認し、必要とされる

措置に従い、それにかかる費用は自己負担であることを承知している。 

17) 帰国以降一定期間の体調の経過を大学に報告することについて確認している。 

 

                     


